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縄
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「
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け
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中
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２
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懸
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、
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開
催
の
自
転
車
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
カ
ヌ
ー
、
弓
道
の
４
競
技
を
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め
県

下
75
校
31
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技
に
約
８
千
人
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戦
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り
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ま
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今 年は戦後８０周年の

節目の年 となりま

す。５月２５日(日)に糸満

市摩文仁の沖縄県平和祈念

堂で首里高校合唱部による

平和祈念コンサートが開催されました。 

 コンサートは二部構成で、「慰霊」がテーマと

なっている第一部では、「ひめゆり塔の歌」や

「一中健児之塔の歌」など学徒の慰霊の歌を感情

を込めて歌いました。 

 「平和を後世に伝える決意」がテーマの第二部

では、沖縄戦の悲しみを伝える「月桃の花」を観

客と一緒に歌いました。  

 またゲスト演奏で合唱部の指導を

なさっている宮平真希子先生、本校

卒業生の宮城美幸先生が、樋渡かお

り氏の伴奏で見事なソプラノを披露

しました。 

 歌で平和を継承する本校合唱部の

皆さんを誇りに思います。 
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れ
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７
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榮
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Ｔ
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５ 月20日(火)の放

課後にＡＥＤ・

エピペンの職員研修が

行われました。昨年は

夏休みに実施していま

したが、年度初めのな

るべく早いうちにということで、高校総体を週末

に控えたこの時期に実施しました。 

 講師は浦添総合病院災害救急情報管理室の崎浜

秀救急救命士で、最初にＡＥＤに関するビデオを

視聴した後、実際にキットを使って心肺蘇生やＡ

ＥＤの使い方を学び、後半はアナフィラキシーを

発症時のエピペンの使い方について学びました。 

 心臓突然死で亡くなる方は毎年７万人、電気

ショックが１分遅れるごとに救命率は約10%ずつ低

下すると言われています。 

 今回の研修を自分事としてとらえ、事案が発生

したときはしっかり対応できるようにしたいと思

います。お忙しい中、研修を担当していただいた

崎浜さま、養護教諭の永山先生、比嘉先生にお礼

申し上げます。 


